
県境四市町社会福祉協議会
災害時相互応援協定締結式
詳細は 6 ページをご覧ください

令和６年１月 15日

2024 WINTER第140号

この情報誌は、一部赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
野木町社協情報誌

目 次
P2  令和５年度
　　　野木町社会福祉協議会会員募集実績報告
P3  令和５年度 赤い羽根共同募金実績報告
　　　貸付制度のご案内
P4  ふくしのつどいのぎ2023

　　　ボランティアレポート

P5  ふくしのつどいのぎ2023ご報告

P6   県境四市町社会福祉協議会
　　　災害時相互支援協定締結式
　　　おれんじカフェ
P7  みつけた！地域のつながり⑦
　　　善意の寄付
　　　ふれあい福祉総合相談
P8  えんじゅクラブ通信
　　　「地域ささえ手」ボランティア養成講座受講生募集



令和5年度　野木町社会福祉協議会会費(寄付金含)納入実績

社協会員募集につきましては、多くの皆様のご協力をいただき深く感謝いたします。

令和5年度
ご協力ありがとうございました野木町社会福祉協議会会員募集

区 名

普通会員 特別会員 寄　　付
合　　　　　計

５００円以上１，０００円未満 １，０００円以上 ５００円未満

件 数 金　額（円） 件 数 金　額（円） 件 数 金　額（円） 件 数 金　額（円）

友 沼 367 183,500 2 2,500 0 0 369 186,000 

松 原 658 329,000 2 2,000 16 4,800 676 335,800 

新 橋 1,019 510,000 17 20,000 210 50,700 1,246 580,700 

野 木 419 209,500 2 2,000 1 200 422 211,700 

野 渡 379 189,500 0 0 0 0 379 189,500 

南赤塚 542 271,000 0 0 0 0 542 271,000 

中 谷 80 40,000 1 1,000 0 0 81 41,000 

丸林東 744 372,000 0 0 148 58,500 892 430,500 

丸林西 588 294,000 3 3,000 3 800 594 297,800 

潤 島 515 257,500 0 0 1 100 516 257,600 

若 林 154 77,000 1 1,000 8 800 163 78,800 

佐川野 230 115,000 0 0 0 0 230 115,000 

川 田 150 75,000 0 0 0 0 150 75,000 

区合計 5,845 2,923,000 28 31,500 387 115,900 6,260 3,070,400

そ　    　　の　 　   　他　　　    会　　 　   員 1 1,000 

賛　　　　　　　　助　　　　　　　　　会　　　　　　　員（寄付含） 27事業所 140,000 

総　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　　計 3,211,400 

●(有)平澤製作所　様

●(株)ヒラサワ　様

●(株)日誠工業　様

●神谷運送(株)　様

●フクダ工業(株)　様

●日本ピストンリング(株)栃木工場　様

●ゼブラ(株)野木工場　様

●坂本香料(株)野木工場　様

●(株)伊藤段ボール関東　様

●トーセロ・ロジスティクス(株)　様

野木町社会福祉協議会賛助会員（順不同）

●壽工業(株)　様

●(株)CSIジャパン　様

●杏林製薬(株)わたらせ創薬センター　様

●(有)川島自動車工場　様

●東洋精工(株)　様

●(有)岩波興業　様

●小山農業協同組合野木支店　様

●(有)針谷工務店　様

●(有)岡部電器　様

●(株)サイサン　野木営業所　様

●虎屋電機(株)野木店　様

●小山合同タクシー(株)　様

●(株)栃木銀行野木支店　様

●(株)アイザックパッケージ事業本部　野木工場　様

●(有)舘野造園　様

●日鐵住金建材(株)野木製造所　様

●(株)乃木鈴建設産業　様
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みなさまからご協力いただいた募金は、
地域福祉活動に使わせていただきます。

(2) 野木町地域福祉活動への配分 
       ●ひとりぐらし高齢者の交流事業
       ●学童・生徒V普及事業他

(1) 県内福祉施設等への配分
 　   (県配分委員会により配分先や金額が決定され、
　     栃木県内の福祉施設へ配分されます。)

◎修学資金

　この制度は、栃木県社会福祉協議会でおこない、他資金からの借入れが困難な低所得者世帯に属する者が学校教育法に規
定する高等学校、大学、または高等専門学校に就学するのに必要な経費及び入学に際し必要な経費を貸付するものです。

（本資金のご利用にあたっては、日本学生支援機構（給付・無利子）、日本政策金融公庫、母子父子寡婦福祉資金などの他の融　
　資・給付制度の利用が優先となります。これらが利用できるか必ず確認のうえ、ご相談ください。）

※他制度が利用できる場合は、そちらが優先となります。

貸付制度のご案内 教育支援資金(教育支援費・就学支度費)

高校…月35,000円以内
高専…月60,000円以内
短大…月60,000円以内
大学…月65,000円以内 

資金種類

就
学
資
金

貸 付 限 度 額 据置期間 償還期間 貸付利子

教育支援費

500,000円以内就学支度費

卒業後
６ヶ月以内

据置期間
経過後

20年以内

無利子
（延滞利子は年5％）

※貸付には、世帯の所得制限等の貸付要件がありますので、詳しくは野木町社会福祉協議会  ５７－３１００ までお問い合わせください。

募金（内訳） 協力（世帯）数 金額（円）

友 沼 372 152,500

松 原 661 262,000

新 橋 1,208 464,473

野　　　 木 425 172,400

野 渡 375 155,800

南 赤 塚 542 216,800

中 谷 92 36,800

丸 林 東 910 363,900

丸 林 西 593 239,400

潤 島 516 206,800

若 林 162 64,600

佐 川 野 230 92,000

川 田 150 60,000

戸別募金合計 6,236 2,487,473

街 頭 募 金 1 か所 36,230

職 域 募 金 2 か所 9,604

法 人 募 金 21 社 109,952

設 置 募 金 箱 9 か所 6,031

自動販売機募金 2 か所 37,854

個 人 募 金 1 500

利 息 1 5

総 合 計 2,687,649

令和5年度
赤い羽根共同募金
ご協力いただきありがとうございました

法人募金協力事業所 令和5年度 赤い羽根募金実績表（順不同）

●（有）平澤製作所　様

●（株）ヒラサワ　様

●（株）日誠工業　様

●フクダ工業（株）　様

●日本ピストンリング（株）栃木工場　様

●ゼブラ（株）野木工場　様

●坂本香料（株）野木工場　様

●（株）伊藤段ボール関東　様　

●壽工業（株）　様

●杏林製薬（株）わたらせ創薬センター　様

●（有）川島自動車工場　様

●東洋精工（株）　様

●（有）岩波興業　様

●永田運送（有）　様

●（有）針谷工務店　様

●峯造園　様

●虎屋電機（株）野木店　様

●（株）足利銀行野木支店　様

●（有）館野造園　様

●（有）大森造園土木　様

●（株）乃木鈴建設産業　様
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　「ふくしのつどいのぎ2023」（町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和５年10月 21日、
町老人福祉センター（ホープ館）で開催されました。式典では、ボランティア活動等、日頃から社会福祉に尽力されて
いる方々に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。式典終了後、館内では子供向けコーナーや健康・福祉コーナー、
作品展示が設けられ、野外では模擬店コーナーやステージイベントが繰り広げられ、多くの人たちで賑わいました。

～ふくしのつどい のぎ 2023 を開催しました～

受賞された皆様おめでとうございます

ふくしのつどいのぎ2023へのご来場、ご協力、誠にありがとうございました

ご 報 告

ギャラリー

【表彰】 
◎ボランティア活動功労
・野邉　　實 　様
・のぎまちづくりネットワーク 　様
・金丸　四郎 　様
・後藤　末信 　様
・黒田　信一 　様
・黒田　まさ子 様
・島田　弓子 　様
・西巻　清志 　様

◎社会福祉団体等の役員
・針谷　良七　様

【感謝状】
・渡邉会計事務所　様
・野木ひまわり協議会　様
・矢畑むらづくり組合　様
・野木町認定農業者協議会　様

ボランティアレポート　走辺 寿美子ボランティアレポート　走辺 寿美子
　この日は空が高く晴れ上がり、季節の変わり目を感じる爽やかな日でした。去年に引き続き、お祭り形式とあって、高齢者
から子供たちまで多くの人たちが集まりました。
　今年新たに設けられた健康コーナーでは、多くの人が順番待ちをしていました。ロコモ度テストを受けた70代の男性は、
「こういう検査を受けたのは初めてで良かったです。対策を指摘され、これからの運動に役立てたいですね」と満足の様子。
「大丈夫でした。10点満点でした」と、笑顔で話された60代の女性が受けたニンテストは、6種類の香りを嗅ぐテストで認知
機能をチェックするもの。特に高齢者にとって、いい機会になったようです。
　子供向けコーナーでは、射的やお菓子のつかみ取り、輪投げ、ヨーヨー釣りと、大勢の子供たちと保護者たちで行列がで
きるほど。お菓子のつかみ取りコーナーで、「去年も来たけれど終わっちゃっていたの。今年はできたので嬉しい」と、笑顔で
話してくれた小学校2年生の女子。ご両親と保育園年長さんの弟さんと楽しんでいました。子供向けコーナーでは、野木中
と野木二中の6人の生徒さんたちもお手伝い。このボランティア活動で、何か得るものがあったかな？　
　作品展示場では、絵画や水墨画、七宝焼きの作品がずらりと並んでいました。どれもプロ級の素晴らしい作品ばかり。
ゆっくりと観させていただきました。
　又、野外ステージでは、クックマンお笑い料理ショーを初め、NFC and カトレア会の軽やかなフォークダンスや唄うウク
レレの癒しの調べ、いつも元気をもらえる野木ひまわりのよさこい踊りなどのパフォーマンスが行われ、観客は食べなが
ら、大いに楽しんでいました。特に、クックマンお笑い料理ショーは人気の的。軽快な音楽に合わせ踊りながら、「パラパラ
チャーハン」を作るパフォーマンスには、大きな拍手がわいていました。料理の後、色々な形の風船を配るクックマンの周り
には、子供たちが囲んでいました。
　さらに、模擬店コーナーでは、人気の焼きそばやフランクフルトの他、フライドポテトやホップコーンなど、ボランティアさ
んたちの手作りのメニューがずらりと並んでいました。何処も親子連れ等で大賑わい。売上金は、全額を義援金として被災
地に寄付とのこと。
　そして、フードドライブ食品受付けコーナーは、地味だけれど、忘れてはならないコーナー。「まだまだ、フードドライブっ
て何ですか？と聞かれる状況です。でも、こうやって、持って来て下さる方もいて、嬉しいですね」と、係のボランティアさんは
話してくれました。
　館内の玄関ホールには、野木町社協活動情報コーナーが設置されていました。パネルを熱心に見ていたお母さんと娘さ
ん。高校三年生という娘さんは、「福祉関係に興味があり、社会福祉協議会とは、どんな所かな？と思ってパネルを見ていま
した」と話してくれました。「将来、社会福祉士か社会福祉協議会に勤めたい」と話す若者の目は、希望に輝いていました。
　高齢者や障がい者の介護支援、子どもや若者の教育支援、貧困対策など、地域の福祉対策に重要な役割を果たしている
社会福祉協議会。こういうイベントは、大人から子供たちまで、広く地域の人たちに知ってもらういい機会ですね。
　職員さんの一人は、「この日の参加者人数は、約600人。高齢者から子供たちまで、広く地域の人たちが集まりました。45
人のボランティアさんたちが、準備から後片付けまで大活躍で感謝の気持ちでいっぱいです。お祭り形式は大変ですが、
『今年もやりますか？』と問い合わせがくるほど楽しみにしている人が多く、これからも頑張ります」と話してくれました。
　よかったら、来年の「ふくしのつどいのぎ 2024」に来てみてはいかがですか ?

野木町社会福祉協議会長表彰・感謝状受賞者野木町社会福祉協議会長表彰・感謝状受賞者

・フードドライブコーナーにて、個人や団体の皆様より食品29点のご寄付をいただきました。
・模擬店の売り上げ156,450円は、栃木県共同募金会を通して「令和5年台風13号災害義援金」へ
　全額寄付いたしました。
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『今年もやりますか？』と問い合わせがくるほど楽しみにしている人が多く、これからも頑張ります」と話してくれました。
　よかったら、来年の「ふくしのつどいのぎ 2024」に来てみてはいかがですか ?

野木町社会福祉協議会長表彰・感謝状受賞者野木町社会福祉協議会長表彰・感謝状受賞者

・フードドライブコーナーにて、個人や団体の皆様より食品29点のご寄付をいただきました。
・模擬店の売り上げ156,450円は、栃木県共同募金会を通して「令和5年台風13号災害義援金」へ
　全額寄付いたしました。
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県境四市町社会福祉協議会
災害時相互支援協定 しました

締結
　令和6年1月15日（月）小山市健康医療介護総合支援センター「健康の森さくら」にて、協定締結式を行いました。
　この協定は、茨城県古河市及び結城市、栃木県小山市及び野木町の社会福祉協議会の管内において災害が発生した際
に、円滑に協力し合えるために結ぶものです。
　災害の規模や種類、その支援も様々であることから、広域だけでなく近隣の協力体制が重要であり、令和4年度より定期
的な会議や訓練への相互参加などを通して、日頃からの体制を強化して参りました。
　今後も相互の協力関係を継続し、より効果的な支援ができるよう努めていきたいと思います。

7月10日大雨・突風による被害
野木町災害VC運営にご協力いただきました。

9月10日おやまゆうえんハーヴェストウォーク
防災フェスにて協働ブースを運営しました。

・応援職員の派遣
・災害救援活動に必要な備品、
  資材及び機材の提供及び斡旋
・災害救助活動を行うために
 必要な情報収集
・災害ボランティアセンターの運営支援

を

◯協定書内容 小山市

結城市

野木町

古河市

　「おれんじカフェ」とは、認知症の方やその介護をされている方、認知症に関心がある方など、誰で
も気軽に利用できる憩いの場です。認知症に関すること、日頃の悩みや思いなどをみんなで共有して
みませんか？

おれんじカフェ

●会　場：野木町総合サポートセンター ひまわり館
●内　容：講話、情報交換　など
●日　時：2月19日(月)：のんびりストレッチ＆ゆったりヨガ
            　 3月19日(火)：チームオレンジについて
                4月16日(火)：談話会
            　  各日　午後2時〜午後3時（4月からは午後2時〜午後3時30分へ変更）
●定　員：先着15名（※要事前申し込み）

＊開催月により申し込み開始日が異なりますので、町の広報をご確認の上、下記問い合わせ先へお電話、
　または町保健センター窓口までお申し込みください。

　　＜問合せ先＞　野木町役場　健康福祉課高齢対策係　　  　℡　57-4173
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◯協定書内容 小山市

結城市

野木町

古河市

『ふれあい福祉総合相談』のお知らせ
野木町社会福祉協議会では、日頃から抱えているいろいろな悩みや問題について、相談に応じられるように「ふれあい福祉総合相談」を開設しています。

●いずれの相談も無料です。秘密は厳守いたします。

毎月第１水曜日
午前10時～正午

日頃の悩みなど
日常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

野木町社会福祉協議会
（野木町老人福祉センター内）
☎57-3100

野木町地域包括支援センター
【本センター】　  ☎57-2400
【サブセンター】  ☎23-2200

弁護士

社協職員

社協職員

地域包括支援
センター職員

ボランティア保険の加入や
社会福祉支援活動に
関する相談のある方

生活資金や日常金銭管理に
心配のある方

介護に関する相談のある方

財産・扶養・土地・金銭貸借・
賠償・離婚などの問題に
関する相談

（原則として、令和5年度内に
  1人2回までとします。）

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

毎月第3木曜日
午前10時～正午

（要予約・問い合わせ先まで
 ご連絡ください。）

法律(弁護士)相談

ボランティア相談

心配ごと相談

介護相談

生活資金・
地域福祉権利擁護相談

日時 内容 相談員相談種別 問い合わせ先

・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………………… 8,888円

・七宝焼メルヘン会　様 …………………………… 8,100円
・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………………… 8,888円
・日本ピストンリング労働組合　様 ……………… 15,000円

古河ヤクルト
販売株式会社　様

11月

12月

10月

・渡邉会計事務所　様 ……………………………… 50,000円
・匿名　様 ………………………………………… 100,000円
・匿名　様 …………………………………………… 5,257円
・古河ヤクルト販売株式会社　様 ………………… 24,000円
・大谷　美江子　様 ………………………………… 5,000円
・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………………… 8,888円

善意の寄付善意の寄付
ありがとうございました!！ありがとうございました!！

　生活支援体制整備事業では、高齢者をはじめとするすべての人が地域とのつながりや生きがいを持
ちながら暮らしていけるよう、さまざまな活動の支援をしていきます。
　この『みつけた！地域のつながり』コーナーでは、地域等における個人や団体等の実際の活動事例をシ
リーズでご紹介し、地域にある支え合い活動の輪を広げていきたいと思います。
！みつけた

地域の
　つながり 

❼

！みつけた
地域の
　つながり 

❼

「地域いこいの場ひまわり」は、地域のみなさん
が気軽に立ち寄り、会話や交流を楽しむ、フリーの
サロンです。

野木町総合サポートセンターひまわり館「談話
室」を会場とし、毎週月曜日と木曜日の１０時から１
２時まで開催しています。先日、地域いこいの場の
サポーター１１名が集まり、情報交換を兼ねた会議
が開催されました。

地域いこいの場で、「良かったこと、対応に困った
こと」や「やってみたいこと」などをテーマにグルー
プワークを行ったところ、「継続して来てくれる方が
いる。その方々が顔見知りになってつながりが広
がっている。トランプ、折り紙を楽しんでくれる」な
どの良かった点がある一方、「聴覚障がい者への対

「地域いこいの場ひまわり」サポーター（情報交換会）

サロンサポーター会議の様子 トランプ（サポーターと一緒に）

応が難しい。」との意見もありました。それでもサポータ―の皆さんは「筆談で対
応するなど、参加者に寄り添った対応を心がけたい。」との意見も出て、積極的に
参加者に関わっていく姿勢が感じられました。また、「お花見やクリスマス会な
ど参加者がともに楽しめるイベントメニューはどうか。」という意見も出され、自
分たちで創意工夫し、来てくれる方々に楽しい時間を過ごしてほしい。口コミで
広がっていければ・・・との熱い思いが伝わる会議でした。
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えんじゅクラブ通信
第37回栃木県老人クラブ大会で表彰されました

　超高齢社会では、いくつになっても住み慣れた地域で自分らしい生活ができるよう、地域で支え合う地域住
民による「お互いさま」の取り組みがより求められています。
　本講座では、高齢者のちょっとした困りごとを支えるために、地域の支え合い・助け合いへの理解を深めると
ともに、誰でも気軽に参加できるボランティア活動や支援活動について、活動事例紹介をとおして、新たな地域
のたすけ手の輪を広げていくことを目的に開催します。

日　時

内　容

申込み先

問合せ先 町地域包括支援センター 電話５７-２４００
又は　町社会福祉協議会 電話５７-３１００

令和６年２月５日（月）から２月20日（火）まで
電話又はひまわり館内　町地域包括支援センター窓口まで
（土日祝日を除く　午前９時から午後5時）

令和６年３月５日（火）　10：00 ～ 11：45（9：30受付開始）
野木町老人福祉センター（ホープ館）　１階集会室

①講話　「住民主体の地域づくりと支え合い」
　　　　～高齢者の社会参加と地域貢献～

②活動事例紹介　野木町の福祉ボランティア活動事例
　　　　　　　　住民参加型在宅福祉サービス・配食サービスなど

30名　　（受講料　無料）

これから何らかのボランティア活動をしてみたい、
社会参加をしてみたいとお考えの方または興味・関心がある方。

場　所
対　象

定　員

令和5年度生活支援体制整備事業

地域で支え合う
まちづくりの

ために

「地域ささえ手」　ボランティア養成講座　受講生募集

　令和５年９月6日、宇都宮市文化会館にて第３７回栃
木県老人クラブ大会が開催され、記念式典と表彰式が
行われました。
　表彰式には育成功労者表彰を受賞した鈴木隆守連
合会長がご登壇され、栃木県老人クラブ連合会より表
彰状が授与されました。
　今後、ますますのご活躍をご期待申し上げます。

NPO 法人　風の詩　　理事長   永島　徹　氏
（社会福祉士）

講 師

社会福祉法人
野木町社会福祉協議会

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7（ホープ館）
TEL.（0280）57‒3100　FAX.（0280）57‒3101
●企画・編集／野木町社会福祉協議会
令和6年1月25日発行
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